
2月13日は「日本遺産の日」
出雲市は“日が沈む聖地出雲”として日本遺産に認定されています

日御碕ビジターセンター
0853-54-5400
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日御碕ビジターセンターで

もらえる御周印はこちら↑

【認定理由】

島根県屈指の景勝地日御碕に立つ灯台。周囲の海岸には柏陵園と呼ばれ

る松林と遊歩道があり、そこから見える白い灯台は青い空とあいまって

「石造りでは日本一の高さ」と、その造形美を際立たせる。そして夕暮

れ時に見える日本海に沈む夕日は、圧巻の美しさだ。灯台の上は展望台

となっており、水平線まで見渡せる勇壮な景色が望める。展望台には

163段のらせん階段を登らなければならない。一段一段と天空に向けて

上がり続ける歩みは、高まる愛の軌跡のようだ。
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【出雲日御碕灯台から灯台参観時間変更のお知らせ】
令和８年３月１日より支所職員の一層の健康維持を目的に、昼時

間休業（12：00～13：00）を設けられることになりました。昼休業中

は、灯台参観、スタンプ押印、頒布品等の対応はお休みされます

のでご理解ください。

出雲日御碕灯台は

恋する灯台に認定されています

恋する灯台プロジェクトについて

詳しくはこちら→

ビジターセンターでは好評につき御周印帳が

一時在庫切れでしたが、12月27日に再入荷しました！

出雲神話の舞台「稲佐の浜」や「日御碕」は夕日の景勝地です。また日御碕神社は「日沉宮」

（ひしずみのみや）の名を持ち、夕日に縁の深いお社です。古代から大和の北西にある出雲

は“日が沈む聖地”として知られ、夕日に対する崇敬の念と、祈りの歴史が語り継がれている

地です。

日御碕ビジターセンターでは全国の

日本遺産を巡っていただく為の御周印帳

の販売と、御周印の押印をしております。

日が沈む聖地出雲の印は日御碕ビジター

センターのみ。また冬は空気が澄んで、夕

日も一層綺麗に見える時期。気まぐれな

山陰の冬の天候の中、天気の良い日には

ぜひ日御碕へお越しください。
御周印帳 1冊2000円（税込）

押印手数料300円（税込）
日本遺産“日が

沈む聖地出雲”

ホームページ↓

御周印について

詳しくはこちら↓

2月11日(水)建国記念の日ライトアップ

2月13日(金)日本遺産の日ライトアップ（オレンジメイン）

2月14日(土)バレンタインデーライトアップ

2月23日(月)天皇誕生日ライトアップ
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ミサキどっとComeさんが知事表彰を受賞されました
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ウミネコ情報 PART3
1月20日の朝、ウミネコの声が聞こえていたので鳥見台へ行ってみると、経島近くの

海にウミネコの小さな群れが見られましたが、まだ経島にはとまっていません。

ウミネコ調査員によると、経島に上陸するのは２月中旬くらいの予想です。近年の地

球温暖化の影響か、経島にウミネコがやってくる時期も以前に比べて遅くなっている

ようです。

日御碕にて活動しておられる団体、ミサキどっとComeさんが

“しまね流福祉のまちづくり活動団体”として知事表彰を受賞さ

れました。授賞式に参加された代表は、「相変わらずやりたい

事を、やりたい時にやっているだけですが、このような賞をいた

だき光栄です。地元向けのイベントや災害時の情報発信などを

評価いただけたようです。スタンスは変わらず、毎回思いつき

ですが、これを励みに今後も長～く活動していこうと思います」

とおっしゃっていました。

ミサキどっとComeさんの日御碕絶景ポスト

カードは日御碕ビジターセンターにて販売中

５枚１セット５００円（税込）

文化財防火デーとは、昭和24年

1月26日現存する世界最古の木造

建造物である法隆寺の金堂が炎

上し、壁画が焼損したことが契機と

なり、文化財を守る為の普及啓発

事業の一環として、昭和30年に文

化庁と消防庁が定めました。

この文化財防火デーにあわせて、

日御碕神社では1月25日（日）に地

元消防団や女性の消防隊が参加

して、放水訓練が行われました。

１月２６日は文化財防火デー


